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・地 化や などの環境問題が世 の課題として 目を集めています。「持

続可能な 目 」である SDGsが国連 で され、「 の豊かさを る」、「 の

豊かさを る」など環境に した取り組みが推 されている中、豊かな自然と 心して

らせる環境を 持していくことが、本町の大きな課題となっています。 

・地 環境を するため、 の実現に向け、 生可能 の推進による

への取り組み、 などを生み す の などに住

民が一丸となって取り組むことが 要です。 

 

                          

・環境 を推進し、住民や観 に れる人たちの の 成を ります。 

・豊かな自然環境を次の世代に引き継 るよう、環境 全に めます。 

・ の実現に向け、住民一人 とりが「不法 」、「自然 」、「 」

を することを目指します。 

 

                        

 ࡳ⤌ࡾྲྀ

㸦せ⟇㸧 
 ෆᐜࡢࡳ⤌ࡾྲྀ

環境 の推進 

・ 力 との により、 の実現に向けた

機 を創 します。 

・町内の 機関との により、 環 の環境 全

を ります。 

不法 問題の解消 
・環境 全 の設 などにより、不法 問題の解消

に めます。 
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・地 化 策として、国 においても、今世 後 までに世 全体で

の を、実 的に にすることを た「 協定」が されており、2050年

までに の を全体として にすることを目指すとした 本政 の方

も されています。こうした状況の中、資源 環 ・ への を る 要性は

さらに高まっています。 

・ごみ は、人口減少に伴い年 減少傾向にありますが、一方で住民１人当たりのごみ

は、 いの状況が続いています。ごみの減 化と の推進は、今後

も地域の課題として、 や取り組みの継続が 要です。 

・一 廃 理は、 域 町村圏 組合により、 で 業

を行っています。 施設は、 より 18年が経 しており、将来に たり 定的なごみ

理を可能とするため、令和２年 より長期 計画に基づいた定期点 を行い、施

設の長 化を っていく 定であり、これに伴う の も見 まれています。 

・ である大月町環境 の現 の 状況は、令和 年 で 82

となっており、ごみの減 化により施設の を りつつ、次期 の 設について

を進めていく 要があります。 

 

                          

・住民１人当たりのごみの を減らし、資源を に する 環 の 成を

進します。 

・将来に たり 定的なごみ 理を可能とするため、 理施設の長 化に めます。 

 

                        

 ࡳ⤌ࡾྲྀ

㸦せ⟇㸧 
 ෆᐜࡢࡳ⤌ࡾྲྀ

ごみの減 化と資源化の 進 
・資源ごみの 集方法を見 し、資源ごみの を

進し、さらなるごみの減 化に めます。 

大月町 の 工

 

・大月町 の解体工 を実施し、 地を

として し、さらなる の推進

に めます。 

ごみ 理施設の長 化の推

進 

・ なごみ 理を継続するため、 理施設の計画的な長

化を ります。 
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１人１ 当たりのごみ

 
 842 800 

設環境課  

資 ごみ 理  

1 人 1 当たり 5 のごみ

の の 減を目指す 

H30 全国平 918  高

県平 961  

から されるごみ

のうち資源ごみの 合 
 4.3 4.8 

設環境課  

資 ごみ 理  

資源ごみの 合の 0.5

を目指す 
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・ は、 で な住民生活と産業活 に くことのできない重要な 基 ですが、

全国的に施設の 化が進んでおり、施設の が となっています。また、 時

に え、施設の 化も となっています。 

・ 施設は、昭和 50 年代から 60 年代の高 成長期に された 施設が大 を

めており、令和 年 の の経年化 は 80 となっています。 

・本町には大きな がなく、 資源に恵まれていないため、 期に 不足が される

地 もあり、 心で な を 定的に できる体 の を る 要がありま

す。 

・平成 28年 より、県が施工する を 源とする月灘地 の 地 の の

合 業を進めています。今後、 化した 施設の や施設の 化が 要となりま

すが、 資的経 の 加に し、 は減少傾向にあり、 業の に 要な

の が しくなってきていることから、 定 と経 の をとりながら 業

を進めていくことが 要です。 

・ は、 地 の 業集 施設と、 地 の合併 化 により、生活環境が

されつつありますが、さらに な生活環境づくりのため、引き続き 業集 の

進と、合併 化 の設 進が 要となっています。 

・し 理は、 消 組合により、 生 理 で 理を行っています。

施設は、 の施設 から 13年が経 しており、将来に たり 定的なし 理を可

能とするため、令和 年 より基 施設の 工 を実施し、施設の長 化を ってい

く 定であり、これに伴う の も見 まれています。 

 

                          

・ 化した 施設の や施設の 化を進めます。 

・ 業 に 要な の 、経 基 の 化に めます。 

・ 業集 、合併 化 の 進により、 で 生的な生活環境を し、

域の 全を ります。 
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大月町 施設の 推

進 

・県が施工している を 源とする、月灘地 の

の 合 業を進め、 持 理経 の 減

と 施設 の計画的な と 化を りま

す。 

業の の 全化 

・ 業の 化や経 の 減 を進めるとともに、

者 化の観点から、 業 に 要な

への 定を行い、 業の 全 に めます。 

合併 化 の設 推進 
・ 化 設 による合併 化 設 の推進を り

ます。 

 

目                           

ᣦᶆྡ ༢ 
௧ඖᖺᗘ 

㸦⌧≧್㸧 

௧ 7ᖺᗘ 

㸦┠ᶆ್㸧 

 ᐃ㸦ྲྀᚓ㸧᪉ἲ 

ཬࡧタᐃ࠼⪄ࡢ᪉ 

経年化   80 60 

設環境課  

資 施設  

の 工 により経

年化 の 20 減を目指す 

的 支   95 55 

設環境課  

資 業経

 

の 工 により

が 加するため、

現 の 的 支 を

持することは であ

るが、 定 によ

り 的 支 の向

に める 

理人口   74 78 

設環境課  

資 理人口

調  

業集 の加 進

と、合併 化 の設 進

により 理人口

の 4 を目指す 

 

67 

  

 

 

                         

・本町では、 地 などの自然 から住民の生 や 産を るため、大月町地域

計画に基づき、 施設の をはじめ、 地 策や治 ・治 策の

推進、自 組織の活 進による住民の の高 などに めています。 

・これまで、 点施設 長期 施設 の 施設・設 の を計画的に進め、

では一定の成 を ることができました。今後も、施設・設 の 実や な

持 理、 要に じた に めることが 要です。また、住 の による 者の

生や の などを するため、 住 の 策や 住 に取り

組んでおり、引き続き、各種支援 の周 を り、 に いまちづくりの実現に め

ることが 要です。 

・地域 力の向 や人 成を るため、地 の自 組織を中心とした や消

の実施などを じて の高 に めており、今後も、地域の支え合いの体

化や、 行 要支援者 策の 実に めることが 要です。 

・消 体 については、 消 組合大月 と町消 団７ 団 17 より組織され、

や地 などの大規模 に するため、消 施設や資機 の 、消 向 の

ための各種 、 活 の高 化に するため の 成にも取り組んでい

ます。しかしながら、全国的にも課題となっている消 団 の減少と平 年齢の は、

「 」の体 を支えるうえで、大きな課題となっています。 

・ 年、 によって する様 な自然 への も に た中での施策の推

進 に住民の の高 により、「自 ・ ・ 」の連携のもと、みんなが

心して らせる、 に いまちづくりの実現を ることが重要です。 

・ 年のように 来する や、 年、 の により の 化・ 化し

ており、全国的にも が 次いでいます。本町も平成 13年に 生した高 県

、平成 30年に 生した 本 では未 の に見 れました。このような

機に ち ち、住民の生 や 産を るためには、 全・ 心に らせる地域づくりを

さらに推進することが 要です。 
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 ࡳ⤌ࡾྲྀ

㸦せ⟇㸧 
 ෆᐜࡢࡳ⤌ࡾྲྀ

大月町 施設の 推

進 

・県が施工している を 源とする、月灘地 の

の 合 業を進め、 持 理経 の 減

と 施設 の計画的な と 化を りま

す。 

業の の 全化 

・ 業の 化や経 の 減 を進めるとともに、

者 化の観点から、 業 に 要な

への 定を行い、 業の 全 に めます。 

合併 化 の設 推進 
・ 化 設 による合併 化 設 の推進を り

ます。 
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・ 地 などの自然 への えとして、 策と 施策を に組

み合 せた 的な ・減 策を推進し、すべての住民が 心して らせるまち

づくりの実現に めます。 

・自らの は自らが る「自 」、自 たちの地域は自 たちで支える「 」、 的機

関が支援 を行う「 」の な と連携 化により、 に い地域

づくりを進めます。 

・自 活 の 成や の 成、また、 活 への若者の 加 進を

り、 生時に地域住民がお い け合いのできる づくりを推進し、

地域 力の向 に めます。 

・ が 極的に地域に 向き、 や に関する 、 機 の 実を

ることで、住民と協 で の向 に取り組みます。 

・町 理 の と な 持 理に めるとともに、県 理 については、県に

し、 な 持 理に向けた きかけを ります。 

 

                        

 ࡳ⤌ࡾྲྀ

㸦せ⟇㸧 
 ෆᐜࡢࡳ⤌ࡾྲྀ

各消 施設 施設 の

実 
・各消 施設 施設 の を ります。 

自 組織や 性

の人 成の 進 

・自 組織や 性 による、 の実

施や の向 を じた人 成に めます。 

住 の 化の 進 ・ 住 の 策に向けた取り組みを行います。 

体 の 化・ 実 

・ 時における各種 の見 し、 行

要支援者 策に向けた取り組み 体 の 化を りま

す。 

消 の施設 の推進 
・ 消 組合大月 の や消 施設

と人 の を行います。 

県 理 の や 持 理

の 進 

・ 理者である県との連携を 化し、県 理 の

や な 持 理を 進します。 

町 理 の 持 理 

・ ・減 、国 化のための 年加速化 策 業

を活 し、町 理 の 、 な 持 理に めま

す。 
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